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　当院は下記の研究を実施しています。この研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を

研究目的に利用または提供することを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。
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研究の方法（使用する情報）

・患者背景：性別、生年月日
・在院日数の確認
・手術時間の確認
・有害事象と副作用の確認

試料／情報の他機関への提供 該当なし

個人情報の取り扱い
使用する情報から氏名や住所等の対象者を直接特定できる個人情報は削除いたします。 ま
た、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も対象者を特定できる個人情報は
使用いたしません。
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相談・問い合わせ・苦情
電話：0766-52-2156（内線2120）
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本研究の目的

鼠径ヘルニアに対する手術法として、従来の開腹手術と腹腔鏡による低侵襲手術で入院期間
が短縮したかを比較します。

調査データの該当期間
研究実施期間：承認日から令和４年12月31日
調査データの該当期間：令和３年４月１日から令和４年10月31日

研究の方法（対象となる方）

① 年齢：手術施行時において、年齢が20歳以上の患者
② 性別：不問
③ 入院／外来：入院のみ


